
第４期中期目標期間における国立大学法人鹿屋体育大学運営方針 

 

 

～スポーツで未来を拓く自分を創る～ 

国立大学法人鹿屋体育大学は、国立唯一の体育大学であるという特徴を余すことなく活かし、

スポーツ・武道及び体育・健康づくり・競技力向上において、他の大学ではなしえない取り組

みに挑戦し続ける。 

そのために、研究活動で様々な知見を獲得し、得られた知見を教育により学生に伝え、社会

で活躍できる人材として輩出すると同時に、得られた知見を社会に対し積極的に発信するほか、

社会からの多様な要請に応えるべく本学の英知を結集し、社会の発展のために貢献する。 

以上のことを実現するため、これまで培ってきた大学の成果も踏まえ、第４期中期目標・中

期計画の基本的な方針を以下に示す。 

 

（１）教育に関する目標 

学 部：スポーツ・武道及び体育・健康づくり・競技力向上における研究成果に基づいた

教育を通じて、国民のスポーツ、健康及び武道を適切に指導し得る専門的な知識

と実践力を有し、市民性・国際性を備えた有為な人材を養成する。 

大学院：国民のニーズに応じた適切なスポーツ・武道及び身体運動の指導やマネジメント

及びプログラム開発、トップアスリートに対する科学的なトレーニングの指導や

メニュー開発ができる能力を備えた高度専門職業人として、国内及び国際社会で

活躍できる中核的な役割を担う人材を養成する。 

 

（２）研究に関する目標 

スポーツ・武道及び体育・健康づくり・競技力向上において、本学の基礎的・応用的・実

践的領域での研究を推進する。 

また、幅広い学問領域からなるスポーツ科学をはじめ、領域を超えた学際的な研究を推進

する。 

さらに、スポーツ・武道及び体育・健康づくり・競技力向上におけるこれまでの研究実績

を活かし、産学官連携による研究を開拓・推進する。 

これらの研究を組織的に支援する体制の整備・充実に取り組む。 

 

（３）地域貢献・社会貢献に関する目標 

教育研究の成果を積極的に広く情報発信するとともに、開かれた大学として生涯学習の機

会を提供し、教育研究資源の開放を行うとともに、社会との多様な連携を推進し、身体運動

による健康づくりとスポーツ・武道文化の振興・発展に貢献する。 

 

（４）その他目標 

日本のスポーツ・武道文化の教育及びスポーツ実践やスポーツ科学研究等を通じて、海外

の指導者や研究者との積極的な交流を推進する。 


